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独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構平成１８年度業務実績項目別評価表（案） 

 

中期計画の各項目 
評価項目 

（平成１８年度計画の各項目） 
指標評価の視点 

実績 

（記載事項） 

自己

評価 

分科会

評価 
評価理由（コメント） 

１ 国民に対して提供するサービス

その他の業務の質の向上に関する事

項 

１ 国民に対して提供するサービス

その他の業務の質の向上に関する事

項 

予算が効果的に活用されているか

どうかという観点から次のような

視点に立って評価を行う。 

    

（１）研究者の採用等の研究開発の

推進 

 

①学際的な研究プロジェクトを展開

し、革新的な研究を実施 

（１）研究活動 

 

 

①銅谷・柳田の２研究ユニットの研

究評価に着手（平成１８年度末）。 

 外部の評価委員を選任し、それぞ

れに評価委員会を設置する。 

 評価対象研究ユニットは研究成果

の報告書を作成し、これに基づき、

評価委員会が研究評価を行う。 

（具体的な評価は平成１９年度。） 

 

 

 

・先行的研究事業の進捗状況。 

 

・研究評価のための委員会の設置準

備状況。 

    

②科学分野間の相互作用を促すこと

のできる研究領域において研究組織

を創設。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②霊長類脳研究開始のための調査を

行う。 

 ワークショップを開催し、その後、

機構内部のプロジェクトグループを

拡大し、外部の研究者を加える。 

 平成１８年度後半には国際ワーク

ショップを開催する。 

 また、数理生物学分野においても

２つのワークショップを開催する。

最初は国内中心、２つめは国際ワー

クショップを開催する。 

・霊長類脳研究、数理生物学、その

他のワークショップやセミナー等

の実施状況。 
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中期計画の各項目 
評価項目 

（平成１８年度計画の各項目） 
指標評価の視点 

実績 

（記載事項） 

自己

評価 

分科会

評価 
評価理由（コメント） 

③内外の研究者の招致 ③引き続き代表研究者選定を進め

る。 

 ポスドクと技術員についても必要

な質及び量を確保する。 

・若手研究者の採用状況。 

 

・外国人研究者（主任研究者、一般

の研究員、ポスドク、技術員）の確

保招聘状況（特に外国人）。 

    

④研究の方向性に関する国際アドバ

イザリーグループの設置（平成 

１９年度～）。 

 ・国際アドバイザリーグループの設

置準備状況。 

    

（２）研究成果の普及 

 

①国際的な学術誌への発表を奨励。 

 

②研究活動に関する年次報告書 

の作成。 

 

③各種メディア、講演会等を通じ 

て一般社会に成果を紹介。 

（２）研究成果の普及 

 

①ＩＲＰ（大学院大学先行研究プロ

ジェクト）の活動をとりまとめた年

次報告書を作成する。 

 

②様々なセミナーや講演の開催、科

学雑誌への論文投稿、国際学会参加

を引き続き行う。 

 また、一般市民や社会に対する広

報活動を強化すべく、ニュースレタ

ーを発刊するとともにホームページ

の改善等を図る。 

 

 

・国際的学術誌への発表状況。 

 

・年次報告書の作成状況及び配布状

況。 

 

・メディア、講演会等を通じての成

果発表の状況取組み。 

 

・ニュースレターの発行状況。 

    

④知的財産保護のための管理体制の

整備。 

 

 

・知的財産保護管理体制の整備状況

への具体的取組み。 

    

⑤国際ワークショップやセミナーの

継続実施。 

⑤「１（２）研究成果の普及」の②

のとおり。 

・国際ワークショップやセミナーの

実施状況。 

 

    

（３）研究者養成活動 

 

①連携大学院制度を活用する等で学

生の受入れ指導。 

（３）研究者養成活動 

 

①様々な研究機関及び大学と、連携

大学院制度の活用などの協力プログ

ラムの実施について積極的に推進す

る。 

 

 

・連携大学院制度、共同研究プロジ

ェクト等による学生の受入れ状況

の取組み。 
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中期計画の各項目 
評価項目 

（平成１８年度計画の各項目） 
指標評価の視点 

実績 

（記載事項） 

自己

評価 

分科会

評価 
評価理由（コメント） 

②大学院レベルの研究者養成プログ

ラム開始準備への取組み。 

 

②研究計画策定や教育プログラムに

関連した内容のワークショップを開

催する。 

・大学院レベルの研究者養成プログ

ラム準備状況。 

 

・ワークショップやセミナーの開催

状況（参加者の意見、外国人比率

等）。 

    

（４）大学院大学設置準備活動 

 

①科学技術分野の大学院教育に関連

する会合を開催する。 

 また、大学院大学設置準備活動の

ための特別アドバイザーを任命し、

国際的な活動について責任を負う。 

 

②将来の科学的活動の計画づくりに

ついて支援を行う科学顧問グループ

の創設の準備。 

 

 

・教育研究分野・組織体制及び教員

の人事制度の確立への取組み状況。

 

・科学技術分野の大学院教育に関連

する会合の開催。 

 

・大学院大学設置準備活動のための

特別アドバイザーの任命。 

 

・科学顧問グループの創設準備状

況。 

 

・理事長の実務的な補佐体制の強

化。 

    （４）大学院大学設置準備活動 

 

①大学院大学の教育研究分野・組織

体制及び教員の人事制度についての

考え方の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②大学院大学の学長及び主な役職員

の候補者に関する調査の開始（平成

１９年度～）。 
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中期計画の各項目 
評価項目 

（平成１８年度計画の各項目） 
指標評価の視点 

実績 

（記載事項） 

自己

評価 

分科会

評価 
評価理由（コメント） 

（５）施設整備 

 

①恩納村における新施設設計計画の

監督のための研究者からなる委員会

を組織。 

 

②プロジェクトマネージャー等の支

援を得ながら施設整備を実施。 

（５）施設整備 

 

①実施設計作業を進める。 

 

 

 

 

 

②速やかな開発許可の取得。 

 

 

 

③正式な入札手続きを実施して工事

契約を行い、今年度後半での造成工

事着手を目指す。 

 

④造成工事の着手前に、建設予定地

内の民有地の買収を完了する。 

 

 

・新施設の準備状況。 

 

・基本設計の策定の状況。 

 

・実施設計作業の進捗。 

 

・環境影響評価の完了。 

 

・開発許可の取得。 

 

・造成工事の進捗。 

 

 

 

・建設予定地内の民有地買収及び村

からの現物出資の進捗。 

    

２ 業務運営の効率化に関する事項 ２ 業務運営の効率化に関する事項      

（１）組織運営及び財務管理 

 

①管理運営業務の効率化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）管理運営及び財務 

 

①理事長の強力なリーダーシップの

下で内閣府と緊密に連携し、個別の

プロジェクトを企画推進する。 

 

 

②研究活動の活発化のためにＣＯＰ

Ｉ（代表研究者委員会）の役割を強

化する。 

 

③ＭＡＣＯ（業務運営委員会）につ

いても、法人運営の諸課題に重要な

機能を果たすため、引き続き開催す

る。 

 

 

 

 

・効率化への取組み状況。 

 

・内閣府との緊密な連絡調整体制の

強化及び維持。 

 

・ＣＯＰＩ（代表研究者委員会）の

開催状況と研究活動の活性化への

具体的貢献。 

 

・ＭＡＣＯ（業務運営委員会）の開

催状況と法人運営事項への具体的

貢献。 

 

・研究部門と管理部門の意見交換の

機会の確保状況。 
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中期計画の各項目 
評価項目 

（平成１８年度計画の各項目） 
指標評価の視点 

実績 

（記載事項） 

自己

評価 

分科会

評価 
評価理由（コメント） 

  

④機構設立時に暫定的に定められた

諸手続を見直す。 

・財務管理の仕組みや各種規則の整

備状況。 

・他の教育研究機関の規則類を調査

し、必要に応じ、現状の改善を目的

とした諸手続の見直し。 

    

⑤法人運営の重要分野における本格

的な総合業務システムの導入により

能率と実効性の向上を期する。 

・総合業務システムの導入による事

務の改善状況。 

 

    

 ・高いラスパイレス指数にも配慮し

た人件費の見直し。 

    

 ・総合科学技術会議が示した「公的

研究費の不正使用等の防止に関す

る取組について」（共通的な指針）

（平成１８年８月）等に沿った、公

的研究費不正使用等の防止の体制、

ルール整備ルールの明確化等の取

組状況。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②財務管理の仕組みの構築や各種規

則の整備。 

 ・既存施設の活用状況。（施設につ

いて、目的に沿った利用を行ってい

るか。） 

    

③大学院大学の教員の給与体系の検

討。 

      

④外部資金の獲得。  ・外部資金、競争的資金の申請数及

び獲得状況件数。 

    

⑤事務職員の専門能力を高めるため

の措置。 

 ・研修等、事務職員の専門能力向上

のための具体的取組み、研修の実施

状況。 

    

 （２）運営委員会関連 

 

①理事長は、運営委員会議長との密

接な連携を図る。 

 

 

・運営委員会議長との日常的な意見

交換の継続。 
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中期計画の各項目 
評価項目 

（平成１８年度計画の各項目） 
指標評価の視点 

実績 

（記載事項） 

自己

評価 

分科会

評価 
評価理由（コメント） 

②平成１８年度においては、少なく

とも２回運営委員会を開催する。 

・運営委員会開催に向けての適切な

準備。 

    

（２）活動評価 

 

①先行的研究事業の研究評価を行う

特別委員会を設置（平成１８年度

～）。 

 

 

「（１）①研究活動」のとおり 

 

 

・年次報告書の作成。 

    

３ 予算、収支計画及び資金計画 

 

別紙のとおり。 

３ 予算、収支計画及び資金計画 

 

別紙のとおり。 

 

 

・自己収入の確保状況。 

 

・一般管理費の節減状況。 

 

・業務経費の節減状況。 

 

・予算、収支計画、資金計画に対す

る適切な執行状況。 

 

・国における取組み等を踏まえた、

各法人における一般競争入札の範

囲の拡大、契約内容の見直し、契約

に係る情報公開等についての取組

状況。 

    

４ 短期借入金の限度額 

 

上限１０億円。 

  

 

・短期借入金の借入発生状況。（理

由及び借入額、借入時期の適正性。）

    

５ 重要な財産の処分等に関する計

画。 

 

計画なし。 
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中期計画の各項目 
評価項目 

（平成１８年度計画の各項目） 
指標評価の視点 

実績 

（記載事項） 

自己

評価 

分科会

評価 
評価理由（コメント） 

６ 剰余金の使途 

 

 研究事業の充実及び研究環境の整

備に充てる。 

 

  

 

・剰余金の使用等の状況発生理由及

びその使途。 

    

７ その他内閣府で定める業務運営

に関する事項 

７ その他内閣府で定める業務運営

に関する事項 

     

（１）施設・設備に関する計画 

 

中期目標期間末に恩納村の建設予

定地で施設の供用を開始することを

目指して、施設整備を計画的に進め

る。 

（１）施設・設備に関する計画 

 

「５．施設整備」のとおり。 

 

 

 

 

 

・沖縄県恩納村の旧白雲荘改修及び

建設予定地造成工事の実施状況。 

 

・施設整備の進捗状況。 

    

（２）人事に関する計画 

 

①業務運営の効率化により、常勤職

員の増加抑制。 

 

②柔軟で機動的な人員配置。 

 

③任期制職員を措置。 

  

 

・常勤職員数の抑制状況及び任期制

職員、非常勤職員、派遣職員の任用

状況等。 

    

（３）積立金の処分に関する事項 

 

 計画なし。 

（３）積立金の処分に関する事項 

 

 計画なし。 

     

 


